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３学年だより

いよいよ来週になりました。
修学旅行行ってきます。

４月２４日（水）～２６日（金）の日程で、関西

方面へ修学旅行に行ってきます。やっときた

か・・という感じです。２年生の後半から小針光

希実行委員長を中心に、準備を重ねてきまし

た。３年生になっても準備の時間があるから大

丈夫と思っていましたが、なかなか時間が取れ

ず、何か抜けていないか不安があります。しか

し、７４名全員で力を合わせて、心に残る修学

旅行にしてきます。

一人一人の心の中に何か１つでも新しい

「彩」が生まれることを期待

します。

第３学年主任

今村 恵美子

◆ 任命式での

返事！とても立派でした ◆

任命式では、堂々とした態度・大きな返事と

学校顔にふさわしい行動でした。後輩たちに自

分の言動を見せてやるというその心意気が嬉し

いです。

～専門委員

の任命～

学年書記会組織

新年度にむけての意気込み！！

書記長 佐藤さん（３－１）

学年レクやその他の仕事も楽しく責任をもっ

て丁寧に行います。

また、勉強面でも受験に日々近づいているの

で、人生の中で悔いの残らないようにわからな

い所を無くして、今の自分を好きになれるよう頑

張っていきたいです。

副書記長 村上くん（３－３）

責任のある行動を取り、クラスでは、３分前着

席後の学習の呼びかけを徹底し、よりよい学級

にできるよう、努めていきたいです。２年生の後

期から行っている仕事なので、もっとしっかり頑

張っていきたいです。書記会では、楽しい学年

レクを作れるよう頑張りたいです。書記として積

極的に活動に取り組み、よりよい学年・学級にし

ていきたいです。

書 記 齋藤さん（３－２）

３年生になり、部活動と勉強を頑張りたいで

す。勉強面では、家庭学習で予習と復習の２つ

を効率よく行い、身につくようにしていきたいで

す。部活動では、最後の中体連までに悔いのな

い練習をし、今まで勝てなかった相手に勝つこ

とや団体戦で 1 人 1 人が自信を持って戦えるよ

うにして、上位大会に行けるようにしたいです。

委 員 鈴木くん（３－１）

最上級生として、学校の見本になる行動と態

度をしっかりとして、当たり前のことを当たり前

にやれる３年生になります。また、部活動や勉

強も全力で行い、文武両道で頑張りたいです。



委 員 鴫原くん（３－２）

自分から進んで行動をしていきたいです。３

年生になったので、自分から仕事を探して行

動します。また、あいさつの声が最近小さくなっ

てきているので、相手の目を見て、笑顔で大き

な声で自分からあいさつをしていきたいです。

委 員 岡崎さん（３－３）

３年生になった新年度では新たな事に挑戦

し、中学校生活最後の行事や授業・部活など

に全力で取り組んでいきたいです。そのために

は、精神面や体力面、自分の欲といった、いく

つもの壁が今まで以上に迫ってくると思うの

で、１つ１つ自分と向き合いながら壁を登り切

れるように、成長していきたいです。

♥来週の行事予定♥

朝自習 ○行事予定 ★提出・持参物

２２月 国１５ 〇月１・２・３・４・部活動編成会

＊簡単清掃・部活動なし

一斉下校１４：１５

２３火 数１５ 〇火１・５・４・結団式

＊簡単清掃、３年生下校

１３：１０

２４水 〇修学旅行１日目

２５木 〇修学旅行２日目

２６金 〇修学旅行３日目

☆ ４月２３日（火）朝、修学旅行用の大きな

荷物を持って登校します。

７：４５までには登校し、各自学体に運

んで下さい。実行委員は、７：２０に集合し、

荷物の指示を行います。

☆養護教諭の香先生が、とても感

激していました！☆

やるべきことに全力を！

これを積み重ね、力をつけていける集団

今後の活躍がとても楽しみです。

こんな３年生になってほしい！

③ 「言い訳しない人間になる。」
「言い訳しない人間とは・・？」

人は弱いので、何かできないことや失敗したこと

を何かのせいにしてしまいがちです。

例えば、提出物を締め切り日まで出せなかった

自主勉ノートを忘れてしまった・・。その理由を尋ね

ると「〇〇だから忘れてしまった」という返事が必ず

返ってきます。しかも、その理由の○○は、自分以

外のものであり、そのために忘れた、できなかっ

た。というものです。○○は、親であったり、兄弟姉

妹であったり、家の用事だったり、塾だったり・・あ

りとあらゆる理由が出てきます。しかし、このような

ことを言っているうちは、まったく改善しません。最

初はよいのですが、時が経つとまた同じことの繰り

返しです。

それは、忘れた最大の原因である自分への反省

がないからです。反省をしているふりをして、自分

を見つめ直すことをしていないからです。

部活動でも同じです。練習や試合でミスをしたと

きに、言い訳をあれこれする選手は見込みがあり

ません。向上していかないのです。

「このミスは自分が原因。自分が努力する以外

に方法はない。」と考え、一生懸命取り組む選手は

伸びていきます。

ミスを自分で認め、心から反省し、行動を変えて

いける人は、向上の第一歩を踏み出したことになり

ます。

言い訳はしたくなります。しかし、そこでぐっと我

慢して自分でミスを認め、改善できる人が大人にな

れる人です。こどもからの脱却を図りたいですね。


